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た
め
に
周
辺
の
住
宅
や
建
物
を
わ
ざ
と
取
り
壊
し
て
い

た
。
つ
ま
り
、
日
本
に
お
け
る
住
宅
は
恒
久
の
モ
ノ
で

は
な
く
、
有
事
に
倒
壊
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
モ
ノ

で
あ
り
、
そ
の
度
に
新
設
（
建
替
え
）
さ
れ
て
き
た
の

だ
。
こ
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
が
二
〇
三
〇
年
度
に
六 

〇
万
戸
に
ま
で
に
縮
小
す
る
と
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
ピ

ー
ク
で
あ
っ
た
一
九
九
六
年
度
の
約
一
六
三
万
戸
の
四

割
以
下
の
水
準
と
な
る
。
新
設
住
宅
に
依
存
し
て
き
た

住
宅
業
界
に
と
っ
て
は
、
抜
本
的
な
構
造
改
革
が
必
要

と
な
る
だ
ろ
う
。

二
〇
三
〇
年
の
大
工
人
数
は

二
一
万
人
に
ま
で
減
少

　

一
方
、
わ
が
国
の
大
工
人
数
も
長
期
的
に
減
少
傾
向

に
あ
る
。
一
九
八
五
年
に
は
八
一
万
人
で
あ
っ
た
が
、

二
〇
一
五
年
に
は
そ
の
半
数
以
下
の
三
五
万
人
ま
で
減

少
し
た
。
更
に
、
二
〇
一
五
年
の
大
工
人
数
の
う
ち
、

約
四
割
を
六
十
歳
以
上
が
占
め
て
い
る
。
現
在
の
大
工

業
界
で
は
、
職
人
数
の
減
少
と
高
齢
化
が
同
時
進
行
し

て
い
る
の
だ
。
大
工
人
数
の
推
移
を
注
意
深
く
見
て
み

る
と
、
実
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
に
か
け
て

は
、
減
少
速
度
が
や
や
緩
や
か
に
な
っ
て
い
る
。
年
齢

別
に
見
る
と
、
特
に
六
十
歳
以
上
の
減
少
速
度
が
緩
や

か
に
な
っ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
復
興
工
事
や
景

気
拡
大
に
よ
る
工
事
需
要
の
急
増
が
、
六
十
歳
以
上
の

と
り
わ
け
そ
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
の
が
住

宅
市
場
で
あ
る
。
住
宅
は
耐
久
消
費
財
の
な
か
で
も
、

最
も
買
い
替
え
の
サ
イ
ク
ル
が
長
い
。
日
本
の
総
住
宅

数
か
ら
空
き
家
数
を
除
い
た
数
と
世
帯
数
は
、
ほ
ぼ
一

致
す
る
こ
と
か
ら
も
、
世
帯
数
減
少
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に

効
い
て
く
る
市
場
だ
と
言
え
る
。

　

筆
者
が
率
い
る
㈱
野
村
総
合
研
究
所
（
Ｎ
Ｒ
Ｉ
）
の

研
究
チ
ー
ム
で
は
毎
年
、
世
帯
数
の
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
後

も
視
野
に
入
れ
た
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
国
内
住
宅
市
場

の
見
通
し
を
発
表
し
て
い
る
（
二
〇
一
八
年
度
は
六
月

十
三
日
に
リ
リ
ー
ス
）。
最
新
の
予
測
で
は
、
新
設
住

宅
着
工
戸
数
は
二
〇
一
七
年
度
の
九
五
万
戸
か
ら
、
二 

大
工
が
引
退
す
る
こ
と
を
「
踏
み
止
ま
ら
せ
た
」
の
だ

と
推
測
で
き
る
。
二
〇
三
〇
年
に
向
け
て
、
六
十
歳
以

上
の
大
工
が
本
格
的
に
引
退
し
て
い
く
う
え
、
他
産
業

と
の
人
材
獲
得
競
争
に
勝
て
る
見
込
み
も
少
な
い
た
め
、

大
工
人
数
の
長
期
的
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

Ｎ
Ｒ
Ｉ
の
予
測
に
よ
る
と
二
〇
一
五
年
に
三
五
万
人
だ

っ
た
大
工
人
口
は
、
二
〇
三
〇
年
に
は
二
一
万
人
に
ま

で
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
人
口
・
世
帯
数
減
少
が
本
格
化
す

る
二
〇
三
〇
年
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
約
六
〇
万
戸

（
二
〇
一
〇
年
度
比
二
七
％
減
）
に
ま
で
減
少
す
る
一

方
、
大
工
人
数
は
約
二
一
万
人
（
二
〇
一
〇
年
度
比
四 

九
％
減
）
に
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
る
か
ら
、
減

少
幅
は
大
工
の
方
が
大
き
い
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
わ

が
国
で
は
長
年
、「
大
工
一
人
当
た
り
の
新
設
住
宅
着

工
戸
数
」
は
年
間
約
二
戸
で
推
移
し
て
き
た
。
実
際
、

需
要
（
新
設
住
宅
着
工
戸
数
）
と
供
給
（
大
工
人
数
）

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
二
〇
〇
〇
年
度

は
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
一
二
一
万
戸
に
対
し
、
大
工

人
数
は
六
五
万
人
で
、「
大
工
一
人
当
た
り
の
新
設
住

宅
着
工
戸
数
」
は
一
・
九
戸
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
〇
年

度
も
新
設
住
宅
着
工
戸
数
八
二
万
戸
に
対
し
、
大
工
人

数
四
〇
万
人
で
あ
る
か
ら
、「
大
工
一
人
当
た
り
の
新

設
住
宅
着
工
戸
数
」
は
二
・
〇
戸
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
二
〇
三
〇
年
に
は
大
工
二
一
万
人
で
新
設
住
宅
着

〇
二
〇
年
度
に
は
七
七
万
戸
、
二
〇
二
五
年
度
に
は
六 

九
万
戸
、
二
〇
三
〇
年
度
に
は
六
〇
万
戸
と
減
少
し
て

い
く
見
込
み
で
あ
る
。

　

国
内
住
宅
市
場
は
こ
れ
ま
で
、
日
本
の
気
候
風
土
や

文
化
の
影
響
を
強
く
受
け
、
新
設
住
宅
に
依
存
し
た
構

造
を
維
持
し
て
き
た
。
昔
か
ら
怖
い
モ
ノ
の
代
表
と
し

て
、「
地
震
・
雷
・
火
事
・
親
父
（
大お

お

山や
ま

風じ

）」
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
住
宅
を
崩
壊
さ
せ
る
要
因

に
な
る
も
の
で
あ
る
（
ち
な
み
に
、「
親
父
」
は
「
大

山
風
＝
台
風
」
が
転
じ
た
と
い
う
説
も
あ
る
）。
例
え

ば
、
江
戸
時
代
の
「
火
消
し
（
消
防
団
）」
は
、
火
事

そ
の
も
の
を
消
す
だ
け
で
な
く
、
延
焼
を
食
い
止
め
る

工
六
〇
万
戸
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
約
二
戸

で
推
移
し
て
き
た
「
大
工
一
人
あ
た
り
の
新
設
住
宅
着

工
戸
数
」
が
二
・
九
戸
ま
で
上
昇
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
建
設
現
場
の
生
産
性
を
約
一
・
四
倍
に
ま
で
引
き

上
げ
な
い
と
、
約
六
〇
万
戸
の
需
要
で
も
供
給
で
き
な

く
な
る
可
能
性
が
高
い
の
だ
。

　

建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
が
実
現
で
き
な
い
と
、
大

工
の
人
数
が
供
給
制
約
と
な
り
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数

は
約
四
二
万
戸
に
ま
で
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
る
（
二 

一
万
人
の
大
工
が
一
人
当
た
り
住
宅
二
戸
を
建
て
た
場

合
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
）。
人
手
不
足
が
供
給
制
約

と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
建
設
現
場
に
お

け
る
飛
躍
的
な
生
産
性
向
上
が
必
要
と
な
る
。
か
つ
て
、

プ
レ
ハ
ブ
住
宅
（
工
業
化
住
宅
）
は
、
わ
が
国
に
お
け

る
住
宅
の
量
的
不
足
を
解
決
す
る
う
え
で
大
き
な
役
割

を
担
っ
た
。
今
後
は
、
建
設
現
場
で
の
工
数
削
減
に
寄

与
す
る
工
法
上
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
、
熟
練
工
の
技

術
に
依
存
し
な
い
建
材
や
設
備
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

い
っ
た
、
人
手
不
足
問
題
に
対
す
る
解
決
策
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
更
に
、
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）・
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）・
ロ
ボ
ッ

ト
等
の
活
用
に
よ
り
、
飛
躍
的
な
生
産
性
向
上
と
付
加

価
値
向
上
を
同
時
に
実
現
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）」
に
対
す
る
業
界
全

体
の
取
組
み
に
期
待
し
た
い
。

二
〇
三
〇
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は

六
〇
万
戸
に
ま
で
減
少

　

日
本
は
今
、
人
口
は
減
少
局
面
に
入
っ
て
い
る
も
の

の
世
帯
数
は
未
だ
に
増
加
し
て
い
る
と
い
う
、
い
さ
さ

か
特
殊
な
状
態
に
あ
る
。
そ
の
総
世
帯
数
も
、
二
〇
二

三
年
に
は
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り

（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
）、
先
進
国
の
な

か
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
国
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人

口
・
世
帯
数
減
少
時
代
が
、
い
よ
い
よ
目
前
に
迫
っ
て

き
た
。
人
口
・
世
帯
数
減
少
は
、
国
内
の
様
々
な
市
場

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
見
込
ま
れ
る
け
れ
ど
も
、

人
手
不
足
の
深
刻
化
に
よ
り
、

飛
躍
的
な
生
産
性
向
上
が
求
め
ら
れ
る
建
設
現
場
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